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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　板状コンクリート構造物に当該板状コンクリート構造物の部材軸に対して斜めに交差す
る方向に延長するように設けられた孔内に挿入された棒状の補強材と上記孔の内壁との間
に充填材が設けられて、上記棒状の補強材が板状コンクリート構造物の部材軸に対して斜
めに交差する方向に延長するように上記孔内に固定され、かつ、当該板状コンクリート構
造物の部材軸に対して斜めに交差するとともに上記孔の延長方向と交差する方向に延長す
るように設けられた上記孔とは別の孔内に挿入された上記棒状の補強材とは別の棒状の補
強材と上記別の孔の内壁との間に充填材が設けられて、上記別の棒状の補強材が板状コン
クリート構造物の部材軸に対して斜めに交差するとともに上記棒状の補強材の延長方向と
交差する方向に延長するように上記別の孔内に固定されたことを特徴とする板状コンクリ
ート構造物のせん断補強構造。
【請求項２】
　板状コンクリート構造物が地中に設置されたボックスカルバートの壁であり、上記孔が
ボックスカルバートの内部空間側からボックスカルバートの壁に形成された孔であること
を特徴とする請求項１に記載の板状コンクリート構造物のせん断補強構造。
【請求項３】
　板状コンクリート構造物が地中に設置されたボックスカルバートの壁であり、上記孔が
ボックスカルバートの壁の上端面からボックスカルバートの壁に形成された孔であること
を特徴とする請求項１に記載の板状コンクリート構造物のせん断補強構造。
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【請求項４】
　板状コンクリート構造物に当該板状コンクリート構造物の部材軸に対して斜めに交差す
る方向に延長するように設けられた孔内に挿入された棒状の補強材と上記孔の内壁との間
に充填材が設けられて、上記棒状の補強材が板状コンクリート構造物の部材軸に対して斜
めに交差する方向に延長するように上記孔内に固定された板状コンクリート構造物のせん
断補強構造であって、
　板状コンクリート構造物が地中に設置されたボックスカルバートの壁であり、上記孔が
ボックスカルバートの壁の上端面からボックスカルバートの壁に形成された孔であること
を特徴とする板状コンクリート構造物のせん断補強構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ボックスカルバートの壁等の板状コンクリート構造物のせん断補強構造に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、地中に埋設される例えば断面四角形状の箱筒状の鉄筋コンクリート構造物であっ
て、通路、水路、共同溝などに利用されるボックスカルバートの壁のせん断耐力を向上さ
せるために、当該壁のせん断方向と平行な方向に沿って延長する孔（即ち、壁面に対して
垂直に延長する孔）を壁に形成し、当該孔内に棒状の補強材を挿入し、当該孔の内壁と補
強材との間に充填材を充填することにより、当該壁のせん断補強構造を構築することが知
られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－３０３１００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ボックスカルバートの板状コンクリート構造物としての壁に棒状の補強材を挿入するた
めの孔は、一般的に、ボックスカルバートの内部空間側からボックスカルバートの壁面に
穿孔することにより形成する。しかしながら、ボックスカルバートの内部空間の壁際（壁
前）に、配管、ケーブル、その他の支障物が存在している場合には、当該支障物が障害と
なって当該支障物の後ろの壁面に対して垂直に掘削ドリルを突き当てることができないた
め、作業者がボックスカルバートの内部空間側から壁面に対して垂直に延長するような孔
を当該壁に形成することができず、せん断補強構造を構築できないという問題点があった
。
　本発明は、板状コンクリート構造物にせん断方向と平行な方向に沿って延長する孔を形
成せずとも、板状コンクリート構造物のせん断耐力を向上させることができる板状コンク
リート構造物のせん断補強構造を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る板状コンクリート構造物のせん断補強構造は、板状コンクリート構造物に
当該板状コンクリート構造物の部材軸に対して斜めに交差する方向に延長するように設け
られた孔内に挿入された棒状の補強材と上記孔の内壁との間に充填材が設けられて、上記
棒状の補強材が板状コンクリート構造物の部材軸に対して斜めに交差する方向に延長する
ように上記孔内に固定され、かつ、当該板状コンクリート構造物の部材軸に対して斜めに
交差するとともに上記孔の延長方向と交差する方向に延長するように設けられた上記孔と
は別の孔内に挿入された上記棒状の補強材とは別の棒状の補強材と上記別の孔の内壁との
間に充填材が設けられて、上記別の棒状の補強材が板状コンクリート構造物の部材軸に対
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して斜めに交差するとともに上記棒状の補強材の延長方向と交差する方向に延長するよう
に上記別の孔内に固定されたので、板状コンクリート構造物にせん断方向と平行な方向に
沿って延長する孔を形成せずとも、板状コンクリート構造物のせん断耐力を向上させるこ
とができる板状コンクリート構造物のせん断補強構造を実現できる。
　また、板状コンクリート構造物が地中に設置されたボックスカルバートの壁であり、上
記孔がボックスカルバートの内部空間側からボックスカルバートの壁に形成された孔であ
るので、ボックスカルバートの壁にせん断方向と平行な方向に沿って延長する孔を形成せ
ずとも、ボックスカルバートの壁のせん断耐力を向上させることができるせん断補強構造
を実現できる。
　また、板状コンクリート構造物が地中に設置されたボックスカルバートの壁であり、上
記孔がボックスカルバートの壁の上端面からボックスカルバートの壁に形成された孔であ
るので、ボックスカルバートの内部空間側から壁に孔を形成する作業を行えないような場
合であってもボックスカルバートの壁のせん断耐力を向上させることができるせん断補強
構造を実現できる。
　また、本発明に係る板状コンクリート構造物のせん断補強構造は、板状コンクリート構
造物に当該板状コンクリート構造物の部材軸に対して斜めに交差する方向に延長するよう
に設けられた孔内に挿入された棒状の補強材と上記孔の内壁との間に充填材が設けられて
、上記棒状の補強材が板状コンクリート構造物の部材軸に対して斜めに交差する方向に延
長するように上記孔内に固定された板状コンクリート構造物のせん断補強構造であって、
板状コンクリート構造物が地中に設置されたボックスカルバートの壁であり、上記孔がボ
ックスカルバートの壁の上端面からボックスカルバートの壁に形成された孔であるので、
ボックスカルバートの内部空間側から壁に孔を形成する作業を行えないような場合であっ
てもボックスカルバートの壁のせん断耐力を向上させることができるせん断補強構造を実
現できる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】ボックスカルバートの壁のせん断補強構造を示す図（実施形態１）。
【図２】ボックスカルバートの壁のせん断補強構造を示す図（実施形態２）。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
実施形態１
　板状コンクリート構造物のせん断補強構造の一例としての、例えば、ボックスカルバー
トの壁のせん断補強構造について、図１を参照して説明する。
　ボックスカルバート（暗渠）１は、地中１００に埋設される例えば断面四角形状の箱筒
状の鉄筋コンクリート構造物であり、通路、水路、共同溝などに利用される。
【０００８】
　実施形態１では、ボックスカルバート１の内部空間２側からボックスカルバート１の壁
３に棒状の補強材４を挿入するための孔５を形成する際に、当該孔５を、ボックスカルバ
ート１の延長方向に沿ったボックスカルバート１の中心線（中心軸）１０と直交する面１
１上において当該壁３のせん断方向１２に対して斜めに交差する方向に延長するように形
成する。
　言い換えれば、当該孔５を、ボックスカルバート１の中心線１０と直交する面１１上に
おいて当該壁３の部材軸１３に対して斜めに交差する方向に延長するように形成する。尚
、壁３の部材軸１３とは、壁３に対する垂直軸である。
　即ち、ボックスカルバート１の壁３におけるボックスカルバート１の中心線１０と直交
する面１１上において孔の中心線１４（中心軸）が傾斜して延長する孔５を形成する。
【０００９】
　そして、ボックスカルバート１の内部空間２側から棒状の補強材４を当該孔５内に挿入
した後に当該孔５の内壁と補強材４との間にモルタル等の充填材（グラウト）１５を充填
することにより、あるいは、ボックスカルバート１の内部空間２側から当該孔５内に充填
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材１５を充填した後に当該孔５内に棒状の補強材４を挿入することにより、ボックスカル
バート１の壁３におけるボックスカルバート１の中心線１０と直交する面１１上において
棒状の補強材４の中心線（中心軸）が当壁３のせん断方向１２に対して斜めに交差する方
向に延長するように（言い換えれば、補強材４の中心線が当該壁３の部材軸１３に対して
斜めに交差する方向に延長するように）孔５内に固定されたせん断補強構造２０が構築さ
れる。
　つまり、ボックスカルバート１の壁３におけるボックスカルバート１の中心線１０と直
交する面１１上において棒状の補強材４の中心線が傾斜して延長するように孔５内に固定
されたせん断補強構造２０が構築されるので、ボックスカルバート１の壁３のせん断耐力
を向上させることができる。
【００１０】
　実施形態１によれば、ボックスカルバート１の壁３にせん断方向１２と平行な方向に沿
って延長する孔を形成せずとも、ボックスカルバート１の壁３のせん断耐力を向上させる
ことができるせん断補強構造２０を構築できる。
　また、ボックスカルバート１の内部空間２の壁際（壁前）に、配管、ケーブル、その他
の支障物が存在している場合において、当該支障物の後ろの壁部分にせん断補強構造２０
を形成できるようになるため、ボックスカルバート１の壁３のせん断耐力を向上させるこ
とができる。
【００１１】
実施形態２
　実施形態１では、ボックスカルバート１の内部空間２側からボックスカルバート１の壁
３に棒状の補強材４を挿入するための孔５を形成したが、図２に示すように、地上２８か
らボックスカルバート１の壁３の上端面２９に到達する孔３０を開削して、ボックスカル
バート１の壁３の上端面２９からボックスカルバート１の壁３に棒状の補強材４を挿入す
るための孔５を形成し、ボックスカルバート１の壁３の上端面２９から孔５内に棒状の補
強材４を挿入するようにしてせん断補強構造２０を構築してもよい。
　尚、実施形態２においても実施形態１と同様に、ボックスカルバート１の壁３における
ボックスカルバート１の中心線１０と直交する面１１上において、孔５が壁３のせん断方
向１２に対して斜めに交差する方向に延長するように（言い換えれば、孔５の中心線が当
該壁３の部材軸１３に対して斜めに交差する方向に延長するように）壁３に形成され、か
つ、棒状の補強材４の中心線が壁３のせん断方向１２に対して斜めに交差する方向に延長
するように（言い換えれば、補強材４の中心線が壁３の部材軸１３に対して斜めに交差す
る方向に延長するように）孔５内に固定されたせん断補強構造２０が構築される。
【００１２】
　実施形態２によれば、実施形態１と同じ効果が得られる。また、実施形態２によれば、
ボックスカルバート１の内部空間２が狭くて、内部空間２側から壁３に孔５を形成する作
業を行えないような場合であってもボックスカルバート１の壁３のせん断耐力を向上させ
ることができるせん断補強構造２０を構築できるようになる。
【００１３】
　尚、実施形態１；２では、ボックスカルバート１の壁３のせん断補強構造２０を例にし
て説明したが、本願発明のせん断補強構造は、建築物の壁、梁、床、山岳トンネルの覆工
コンクリート等の板状コンクリート構造物にも適用できる。
【００１４】
　板状コンクリート構造物は、無筋コンクリート構造物であってもよいし、鉄筋コンクリ
ート構造物であってもよい。
【００１５】
　また、棒状の補強材４としては、例えば、鉄筋や特許文献１に開示されたような補強部
材（両端に定着板を備えた棒状補強部材）等を用いればよい。
【符号の説明】
【００１６】
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　１　ボックスカルバート、２　ボックスカルバートの内部空間、
３　ボックスカルバートの壁（板状コンクリート構造物）、４　棒状の補強材、５　孔、
１２　せん断方向、１５　充填材、２９　ボックスカルバートの壁の上端面、
１００　地中。

【図１】 【図２】
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